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華喜 E言:司自治132'~rfCMpçi_~X湯島津実験林内にそウゾウチク衿の波浪や!lX穣iζ及ぼすなゲT1D絞}去や]片足

iI患のガ7~裂を悦べるための tMi業制11を没iíl して以来:10数年安経治したっ(jíj 可の成wはおきに発茨20 う
しており.との fli;i汗はその:去の ι 古慌の給JJ 、主? とりまとめ I:-{::) のである。

\~CYl のヰ〈度、と ωI羽たむをトみ￡と話iIW1 T'f;l:， モウ γ ウチク林I;t本数派)jえをおめたブiil1新十j の成
長誌も大きくなる傾向が認められず:σ しかし，ホ:去り îGj5下総のタケまで林分1:1' ~と残して ) j'r.竹の?許皮
年2-d-~1める ζ とは~Zé~H 'l: 卜げる車荘となるので，経常目的!こítよりた浪、守な木数wρ!JJ~~を総干与する必壱}が
シブ
cz) {,) ð 

，\tiHEのがJrト~(まきわめて起点奏でおり，主fi竹 Q)成長 H:Jそ治大し，件づけち}j& J)5 1.~\( 1~与され，収穫窓もいち[コ
るしく熱血Ilノ f工 ο しかし，あまり多援のぬ月尽を汀なうと条HiCよ"つ:t.タうの材 ;J~tが液化い .1"，i~1l.符
iC;\'tする在日記:々が溺くなるの Cはないかとな、われる現象がみられた。

ト はじめに

ウソウチク，~t;"(:' , UB 'fGぞ 82'浮か ど，竹林、 lこ対ずる耳文

り t1J:いの浅いが， その林分術Zjf やh'Zl乏震をにど F乃ような:怒号撃を与えるか与を /;1;\1，ヘキ~)モ11j<n:' ，

ず?なゥて長?このとの試験の40\五}立までの成果の さi{q-;けで lご殺やしてい三和、との試験;土，その後42iy f5r

より る庁長i官j説

とともに経済+!としての一応ワゾウチク休の終n~ユいうと旨 '0)'_から ;I!j~するつなお，試験計l前jゃとりまとめに

ついて，いろいろどゐ!J 口をいた t:!;'~， > だ京都波数);，KYLIナ{弘… i平均:授， }~t~-r容:む

ならびに符林~j!ミ符汗l 弘!寺:と iごみtlJ!.~:表ずる()

2. 試験 i告の嫌況

このばjJ，~長試験~c， {:Jれノ fヱモウゾワチク材、 lふ l乙

ある。総面積約70 アー Jレ， このうち約20 '70'" )レはマダケ村\) 50 アーノレがそウソウチクネi、であり，そのjJJ也

条件は次のとおりであるむ

との実験林のある (桃山際援〉からなり，戸J ~とがJ 5'~10 しずこ絞斜地形守をなし

1974年10月 21 r'1 :y!:l]l! 
{訪問 書明日正支tß
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日 76 - ft) 273 -~} 

ている内料;JIU十上主ばとの桃山線j認を構成ずる 15偽 t;} と tli ，~t ì~~ 1it Vt T:f風化浪合物を B:]:付とし，これに肉質の

111機を多立?に f青んで 1， ;るつ iぷγrjl土 BB ï\'LL壌に存立し予ムi会主~Hま深いが， tl~手足分布の状況Jからみると，ず~.効

Lfi'¥'i (J: 40 ..50 cm くらむ、とユ写えゐれる吋

[壊の隊化学f(J r't 'f:tの概要(ま， *1:1 .--l-,', f:;; ~tf愛知勾内外，手間取80"-120， 子Lげさ議40" 503，ム段大交水ゑ

30-..50タ6 くらいであり，新閣の位[霞により変化はあるが一般に m:~t'fi な土撲である。 pH 4，少寸.9， Wlt食後

改~2. 0 、 .2.4 くらいの Úilïをノí~ し，炭素合ギョキZ2%i1iH丸議議合:向'ネは0.1596内外で、いずれJ も少ないっ

竹林のよミ手?と十令嬢の:叩、化学的性愛の潟係;ごついて， J'. [11や鈴木らが京都府トムにおけゐモウソウチク林事

マダケ村"クロチク f:.I;などについてなったお資結果21 崎明〉と対比する【~-， 伝記の?~tJ':z;k {i山立:干<r\Uti:.l支の

それらに辺いn

より変わるがp ブユヅタ，ベニシゲ，アケ 1らヤプラン，スイカズラ，

イイヨト 1J などであるつ

15 0C 内外，査を低気協は --5'C くらい， 附í'_mft は 1 ， (;口 o mm  !句タ1ぺを示し， タケ

の生育:こ適している。 最近は冬期の降汚もほとんどなく，勾による折績は少ないがt ð[から秋にかけて'f:l'

民;とよりぬ容を受けるととがある。

3, 試験調査の方法

f の試験(ますム'(rの 1キifまや施店Tl 与を交えたがji，業処I雪!と， との関係を調べる自治で文総

された ο すなわち，下記のようなら孫績の試験反を設定 L ， 42"~47子fの 6 か1j乙 I r\ i ，担問!と観察ゃくり返す

ことによ、て，続年IYJ 1:よ変化とともに F 処J1立の効泉の数 ~:íOな傾向を求めた。

Ag(対照[正) :とれはとくに処潔在、せず，ただ'..'~:(Ëの年齢で連年沢fえをしているという j与の対F.id!えであ

る。モウソウチクの場合には，とくに厳守手;な伐採主題齢というものはなく，通'Jれま .5r~10 {f.くらいで伐採さ

れているごとが多しhζ の施業試験では42年以前の試験の結果をW[~l;ji して， 6 'J 7 {f.主主と L ，

適当に疏í'iil して体分の構造が:にきてく変わるのぞさけた〈 その{弘 底値j竹， 1病安竹なともあわせて!徐伐し

た 3 伐院は，いず';ll も毎年 12， ..2 ;g iζ行なったc

B 区(400水区) ;このほも，とくに訴えfJlll 手入れを11'なわず，ただ侍斗‘伐竹後の '，'r竹本当(が 10 アーノレあた

り 400 本となるように3 高齢のタケから伐採したコただし， AIヌと同じく{.f:律令 iご関係なく l徐fえしなければ

ならない担ケがあった場合は， 三れを後先的ピ切の s それだけ収穫伐採の木数を減らして伐竹後の残存竹

本数が一定となるように十羽iむした。

したがってこのほでは， 11<:保対象竹の年齢は A 況のそれと異な h ヂバミじない') ~t l::~ ， fJT竹の手芸品本数が

1f.;こよりえさく変わるとともに伐採竹の木数も変動している。

Cí玄 (8001;[互) :とればな竹の開度;;~: ::~くに大きくし l~': 区予あるの処J'j'ゃイ文民lま 13 ほと[ぃJt 号え方で行

なっているが，このiXでは，伐竹後のな竹本数が10)'-)レあたり 800木となるように連年沢伐1二行なったれ

D rz: (地i足以) :とればi昆常の施明!区である c f文竹ノケ法ば A iXとお]じくしたり さらに， このほでは何年

タヶ， タケノコ HJIと「ドられた{七日え IJと料(10:6: 7)を， 10ア，--' }レあたり 36kg の?日jィγで !J5UlJ した。 これ;土

.Lfil の試算 i向からすれば， 10 アールあたり長!日米の摺践を民僚とした施m\~j議!と総当 F る出〉。総!担 l式発物Yìír

の 2 ..,;) n と，?丹十j が成長し終わりJ:tll F 誌が伸長オる 7 _u 8 Tlの 2 Wliこ分与し，地:?(iííi(ξ;波市した ο

E 区(集約施~~子入れ[.>z) :この院で(土:l1~tfりな施日目子入オv引!なったっ fえ竹Ø {:l:}it1. A区と同じである窃



そ内ゾウキク!寸もの泌業試験(芯資料) (鈴~+:ゅ次 ITI) -7� -

総 111';[入れとしてiLJ 犯の化Jjj.とiI!ワ:いピ 10 )ぺ あたりに L て :'56 kg Jj-[;UL� L たほか 42{;九 14:r♂の 2

;c;p 冬織の伐竹[混，ふん 1:101->[ あたり 200 k誌の書!j-{\'で lJÍ[ 切し令 :主「〉;じ t/7! 才〉ら，約 5 crn CDftI 

さの白夜←U;どそ 1 1"(\1:" U支の llH 去改/:刊した，ふ モワ、ノウ 7 グ υ 〕 λ';，f!JI!A主だけ1:' I11行 c して粍

，:~~. j れているようなん;、分で;むとのよに~+~;~:'ちな MFnt:~:jソ、わがワ 1，)::1コオ1 でいるが/ij はまずないが，乙乙で(J.

市鳴っ 0)実験タ1; として試みたυ

以上~Î:'!J~約すれば， AI玄{立対照 IX ， B!ズ~ c !.X~土"j:1;kúi\J ji; [八、 DI;/ ， E 況は入1'1，，[叉となるハ 5 ぷ

験反はいずれも 1 阪の茂去を約 2GO rn2 ]- I ノ 1 )ぷ i三 ;;1 その {IÍ\のが!万 vはその r1-J の 100 m2 t:'Jj について i-f'な

ったのなお，名試験反(})FI=nは紋 m の rHj~)f>;~ミr' とつ?その 11];ご波:~� 70へ 1∞ cm ， l�![:'; bOヘクOcm のも写会 11:1\ "で

異なる処主主iλCJ) tr:r子ネの ilil -，.去を、だん1 、( I のよろな列1)'でや行な') 1ら筏試験況につり、1...) 茶飯芳成災議，

収穫議など;1;:誤l]iY した。

4 結果と考

Table 1 (ま試験芦ÇJ潤いのう誌をえ条件の イ1{i ;;5: 不している。 Fíg.1 ， 2 i立年!な JJlj の

イヒの状態与を ];iわしてい

1、able L 句次日1] 均気.と件以 i込

孔tean temperature and precipit日 tiOll by years 

(1967) 

-pr
 

1 ~ん 3

ヲ ;:i;.?l .4

(1968) 

(1ヲ69)

/八

(コ，U

(1970) 

(1ヲ71)

9 

J54 ‘ o 

(1ヲ72)
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本
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300 
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240. 

試験区別年次男IJの発努

水数

Number of emerged 

sprOUlS by plots by 

years (1, 000 rn2) ‘ 

Plot ﾟ 
Plot ~ 
Plo1 0 
Plot [ 

1 自白

Fig , 1 

]20 
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L町、一一一→ 一一→一一一一一一←一一一一一一→一一一一一一一一一一一一←一一
19日 tヲ68 1969 日70 ぅ 971 197'2 年

ye也「

山由骨一一 P!ot A 
__.ト- Plot B 
一一品目 Plol C 
- ....  勾 P!ot 0 
一都民“円ol 定

160 

� 20 

F竑. 2 試験区別年次JJIíの車iT

成長髪; ec 
Growth amount of 

new bamboos by plots 

by years (1, 000 rn2). 
ι 白

とのような成長選まの変動 lこともな勺て， 林分蓄積や収穫量まも年ごとに清子変わるが， その詳細は街路

し，それらの 6 か年!日立の平均織と， その相II関係を Tabl記 2 F:-.~Jきしている。

この試験を行なった竹本;Hi，自ìj述のようにほぼ平到な地形(J)上 lこ成イl.しているが9 林立11をミクロ iてみれ

ば場所にJ: IJ 地形や土t1星条件にいくらかの村Eさがあること，強い風で一郊の立竹 lこ被J杏があったこと，そ

の他などから.B援して，測定されたと記の数伎をあまり賎\:Í'i に処潔だけとの関係において考察ずるのは9

いくらか妥当性を欠くさらいもあるのではないかともiヨわれるので，ノドぷiではおよその傾向し してみるに

とどめる。なお，これらの関や表中では，成長滋や林分蓄積，収穫j援などは:来という示しているが，

これは 紋木材iζf交われる m3 や， ffの石な とは ll~~ なり，むしろ rni攻守 i との単位としての窓

li;jUß大きく，実際の竹材の?(4Tl~1 やとと付磁とはむずしぺJ比例しないといっ jj1で); f勾の問!訟を残づ~ ;6(1)11 )1 3 )17う

本稿では便宜的にこれを使った。

4-1. 発幸喜の豊間性

各試験[);(からす号~Iーしたタケノコの本数や新竹の成Di:議は Fig.l ， 2 iと隠示されているように，年皮によ

り穀日立がおりョ この例では，昭和42'rf， 44年， 46'俸がi'll洛年〈主主 1F) ， trlm143 i F, 45イ1' ， 47!crが非議(凶

年〉となっている。俗lと雨後のタケノゴといわれるように，タケの成長は気象望書!2'slと幸子J援な鴻{系があり少

とくに常持î')rjや発窃rt1の気温やl梅雨廷がタケノコの発生時羽や成長の筏j憶と関連することは_...~~~と認めら
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Table 2，試験服店IJ 0) :WJ 'ii� {!;\[占 .Iftiゐ Jぇ

Table of d乱1:a by plots 

(Plot A) 

0 , ¥5 7.4 

7 ‘ 4 
-
み• 1

l
A
 

1
4
 

().;] 

ム。。

伐採キ9(; (k) 
Fe1l�ng p巴rcent.age

現ernarks) The data mentioned above are the meall for six years (1, O¥)O m2). 

(e)(b) (C)~(d). (g) ご，( a )斗 (e) ‘ (j) (h)(i) , (0 (e)!(a) ヘI()(I.

(k) 一二 (h)/(g) [(JO‘ 

ポイ班) ; Th﨎 ﾎndex �5 the relat咩e valuc to the number of the plot A cOllnted [00. 

(IV) ; The cüeffici叩t of variation of number ‘ 

(琉1) ; This imlex is the relative value to lbc plot A count.ed 100肱

(ì!開) ; The coefficient � variat.卲n ()f volt!me. 

れているが16)38 哨 Table 1 と ω凶.di においてみても， FH滋ゃんなとω対法銀出l:::_ ，このï1 rl-J tt: とのてJ

ながりは:↓もないようである。

8 としてみた件以における!;\: [当 q の変動ω六/i' :_:_~~は， 1三tble 2 において変動 i~vr:.c ()J ) [< 

);，ノf; さ lLているむます三グ'Ô ;r8J~.~(につし、てみると，立1うの密度:1ピげを交えたAI足。 日 [;{, C iX のr:日子 iまじ iズ

プJ:'.ヰコずかにノJ\ さくなべて Fむ()， J(JjJII2 cf ノ九才L(とより~iJ: :tij の総長す於h:~9 い D L:{ , E [<'(:は， XJ)I.'告の Alメjζjt;べ

て l， "j くらか変動(，1)申込ノうげ、さくな ℃いる。

新1すの:ぷJよ訟の変動し主主とついては，/1.じまにjこぺて C L<が約 2 分の Ui. くにな.>ているほか;ふ とくに

いちじるしい沼港が認められない。なお，1JUノ司得三次と記j札した寺号fl の、ドX:jUlf混との綴係iふ本総ではとく

に表示していないが， :'11 fft犯のそれのjf!J) ;:) ~:r fJ川ζ ノにさい傾向が認めら;f 'L t.こ。この:Y3: [Slt~!::?こ|対述レ亡， /j' 
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(Plot B) 

lOG.O 

-10.3 

10.0 9.7 

S 1. 7 50.0 

12, 9 

453, 3 

51. 7 100, 0 

0, 02 

113 。旦 56

114 0.61 

7己

124 (), 62 0.12 

148 3.4 1 1 ヲ J.I 215 0.10 

1 っと之
~ ¥..1'-' 8.7 2.3.2 20ヲ

218 

代採率先; (k) 
Felling percentage 

シト.:8)$)7)は多くのマダケ林におけるがit'j の 'f['; ぷ‘1:- fJi\j べ jbこ給*， このlJ~象 (ij1\~今ょに現われるが， H寺としてな

んらかの!hl闘で， と司 られることがあること，乙 よ〉て必iっさし)jが3M;より~ --fJ}~ 

》こ域(l[の災いと ζ ろのカが盟:到による変動も大会い ζ と 7 しかし， I日j じ '.{;5JI勺℃は泌月lf，その他取り t&い

やさをえることによって， 1箆1 凶立の)絞空Z差L: をを，午杓料irピ;:める ζ と;はま :U ずカか〉しいことなどを認3めfう、γwてこいる o i!見ルjL立!妥却船0船'(は土?タダ訓ウケ'1にこ

つしい、γWでご τ立PたCI竹i の l街卒討抑J江:皮変号受を 3変芝え 7bU、

ヰ勾年?手õ ， JI::liP引とより ~tj 二i二)\_さくひらくと述べている。 この現象iはま，絞i済;為斉t半ヤ"林としての竹A 付、Uの〉縫 J泣2g 上 iは立好ましい

乙とで lは立ない;プfつ仇J

Aふ二変えるこ iと: ，にζよつて》このような誌|苅よFCJ)絞注自体を小さくすることはむずかしいようである。

4 2. 1在宅奇数

6 か句".i\'lJ の、I':'jヒJjl!ll.を示している Table 2 から， 各以:殺ほの発笥数をみると， まずA iX.， B IX, C lぎの

問では\f~~浪:の I~J} し -'Bj芯， Clえの万がわずかながら対照の Alえより多いが，その去は;J\ 之さいので傾向として

はィ、りJfllIである ν しかし， JjÍfj íjl!1，手入れそ行なったひじ豆、 El廷では切らかに多くなり，化学肥料だけを施対

した D メ二c は AI乏に比べて脂数で 176，多選;の (J 機王室肥料と:詳:1二をíJ打lJ した集約処畿の E rx-C(立含 189 と 2

fiq :ÌJl く lと説得 jJll した。
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(Plot C) 

4<3 トマ 1) 女ケノコ

れらのしたタケノコ ;z ， モの、さ'!l'Cこ JJ日比を止めてNj!;日 i;"~; t'5 ぜる、ァはj し守; ~予乙ト γ リタケ

/二 J {ま ， .'4(B式検出と♂〉鋭;今:では ll!U ーから奴 CITl VJlぞ L1こだ (1 によ iムまるもの /ì> ら 1m くらし \iJ}<:lえした

役 lこ I1 まど3 も(J.) t で!、 7)( 、 Jちら、 n~ のものがあむか， 必く;ま ]0 :JOcm <らしり)γ~î さ引 IL;k .にどいた〉ヨ

法三 iこタうヲ サザ去fíO) /'_/.ケ/ :---j 0) インi と， その伎の I与し<: \立\\'l!竹()) ゲよ; )干flì' 始、-~ -iし :.S i主うj-l二 ;'h"'

;まなく， 前年!え{ご見}，üijJ，トネ三件，えら 1 いC( 'l:ttí!と三こ u\(r しとし、 L :)57_~ らして 、るかltìJ13 .1 28

2! i27)2813S_) , これがトマ')タケ/ :_-.1 ζ1三三Ir， t凶巴 s!ニザ ω こ 1 とえ足以〉潟示;こ引とみら1 ているし d なし

ら， ←づì:， OJrJ ii\j! 二~ y_!アノコカi イ色〆 I :ノ電 n!ZJ ミ r< 滋獄、む ;, 1; j J し少 l !j{rr.なもかJが後:努 l ご j三うf石二ええし

でぜ之 iえずあため~ :ij引、もりや渋から{r\1パを l治めたものは，ぷ lHi なりられず(こ!]記 1>( ~~:とめて村山r:¥J' 

ので Jうろうとみら 1 してし、る t 勺 l もザのような'ぷ後:l:[!I!.，'(J な沿いん以外 !ζ 令 F ケノコが !j火Jに t (JJWiQJj三

手γ; ゴ; ¥' I~;ì (1)';):: ?:'え:?でがj似しf!jせるも(j_)もかな、 :r) あるのがおされた、

このようなトマリタアノコが 1 山コたるという j日忽:ま〉 お tét\~，í)t l~:{ 0) (l!i ?-H;lji_\，あるい;士山おか，プ|添いう

年rt とも|苅{系なくノJえたふり小~;; .JtJ� (とみら;f t ろ ずした:~:-; ']" J .-.-.1 がト γ リタ〆γ ノコユなる '1付子干(.J勺ぷ〉

よ弘 í3 で &\1. な U 3. ..6 'IM くらであるが s か '1ずの、jL均どは， ~G!~ ，\101ば i!iJ (i) Z か小さくだり Fノぺ体 i 刻iÎÍJ ijえと;

な「てし、る";なす '11;:) 1 タア/コのプジ i~ 本 lì/}\ ，~主 lズ;こよ J て大きく μなるノこれらがトマリタ fJ-- / ~:1 
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(Plot D) 

伐採率 96 (k) 
Felling percentage 

16L 7 

7L / 

5.0 

85 , 0 

i 宮内 B

515.0 
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]α)， 0 176 0 , 62 

;ι3 1 ヲ 5 i 0.63 

3. J 38 

52~ 6 204 I 0.66 

168 i o. 10 

100‘。 217 

13, 9 725 

8む .1 195 

となる都合そのものは平均すればあまり変わらないようである。

0.75 

0.11 

青木2取引は作業濯を変えたいくつかのマダノf林について新竹京上1:. り* (来的数/発笥数96) を間ベプこ意志

系，林分のうっぺいがL宮、く絞られたよ本〈伐採) Wlほどその歩止が苓y戸市しう(ベいがあまり強く絞られ

なかったところは，その;).;:lとり したこと，またF 茨f'F't'-ミ〉と表作年

て?も異なり， i:jíï授の場合は70%合， 後者の"fiζlま8096台となり， 5â局、数の;多い年ほと、来í>!Fr~長止りネが低い

綴を示したと述べている。渡辺知J {土日本長 iハtYl 本数の災なる 7ダウ林分についてfJIiJべた紘一条ヲ ある本数

(1, 450本/10アー jレ〕までは新Yn長J1:り率が漸次おくなるが，さらに本数を t詳した場合lとはかえコて漸減

する傾向があると報告している。

ーとは1描〉踊?"樋木10) らはp トマザタケノコの発生したタケノコ全体に対する割合はそウゾウチク林で41. 5 

'~78 ， 95lムマダケ林では20.0".4 1. 2qふくらいの胞があるという結成吃fnており含申告ウソウチク林について

の ζの数値は， r)íj述した筆者らのそれに比べて全体的に大きし i臨む!ぶくなっているが，これは立地条件

や測定の)it仁な も [1叶としているのであろうと店、われる。筆者らの場合は I マリタケノコの本

数i主主IrゲrO)成長し終わった主主郊にまとめて 1 1è!J:と;制べた。地下茎から {rj1 lえしたタケノコが詰奇策緩の下で，

さらには地中で成長をよとめたものまで詳しくよ間べれば， この数値はさらに大きく fよるものと思われる。

竹林の経営 illïからみると， f!t1t したタゲノコのうち，かなりなmú託、のものがトマ 1) タケノコとなって私



i
 

uo 
モウゾワチク休の施匙よ!lJ~'主(íiW)'，:W:ノけ) (t1ÍJ 太・ I&:1lJ) 

(Plot E) 

:ヤrE:)t~;朽守 るとい弓こは)羽訟は経済的 iζ，また~ S1~後 f!JlEi'i'Jiとも長一\).、である ν

しかしp 純!I日J や r人れによって村;分ω生海士j Jî^:LjYlノ、主せても，、I，- j三 j i)、 ;(~~X トマリ )f; J コとなる

(本そにわまり減らすととができな L 、 J すれば，かしろこ Gそ lW ，ll&(/j ~ご平1\山して竹外からの![X_伐をあげ q こと

あろうじ~ -;t:. I 去、 J
") ，~ 人 ] 、 ぐャ

除伐竹.:!^4‘ 

手発生したタケノコが新η に言、】じ、nl::.えしたもののう仏 )f.:-j\{ Q) 主くないものはお守nのうち ;ζI;~z伐才

nUiモカ"(;cm fJドというような1:111小fJ~ タケは， .:f; ~c~! ゾワチク太j!: レごは規格以トでj引rJi!む泌が小とえば，

こ ωようなタケを林分I~I iと伐 vしむこのようなおH小なタヮ i士一般に法下が，j:;yûir!討に係iいので?さい。 1五た9

スス 11対 fÆ:i --\;J カイカ、ラ丸紅どもつきやすくなふなど，ふ 5〉〈と民必しが}{I~ くなり，干の栄カまり\ ，t く?

ジ) Hli;iiそ必くするだけでなく終営 Lにも不つどうが多いのご，ノ;~ ?íi;;j_L!Iの竹村;終日 jYl:'~くではf1tにど 1) :: Jこ

あFljJíし?こ弓，_jL));ノげjfJ: ども\i ij ，j;i<そのれ弘 f:l_:i J記.iþ j(ζ~1~ i気 {:t:そうけたものや令んつ了 ikÞ.L;^9' る」とがま2 い、

る ν このよつな泳i又けはγrH とし、で成熟語る iüiiこ伐採除去し n;~ei もよくないωc 付二目して泌のflJjげに

その ;\'.9))点長誌にも以H!iìitoL! I iC も涜 /AR しな経i 守トヘこしての右手 TS (.J) r~! で ?-1 ，{:長するととがずかしく，

グ
，ザ

~ 

t ) (>乙れらの箱l/lvjir.や不良'f'r(ま 1、abJe 2 において，え:伐Yr (めの本数およびその l[crv交のJ良{こぶるれてし

く羽われ:，j:Jô :tむと〈の 15<'r)ぷい:主になってしにい B ばがこれ')ごつぎ約 10号。，るように，
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の{むの ix-ctまいずれも 5;が以 F である。もっとも 9 このような|泳伐対象t';を各試験l:iとも市誌にすべて徐

伐したことは多少の問題があったように総じられた。すなわち，後泌するように， Cl?L E 区などは立竹

本数が多く，ク主観的にもうっぺいが十分な状態にあるので，このような細小竹は林認のドで完全に被除さ

れており金そのままおいても数年で獲を務とす。このようなl呼吸消裁をするだけで生漆ilií にあまり関与し

ないタうは， Iよ↑えしたかが体分の構造をよくするだけでなく，体分全体の生産力を i:Miめる ζ 土に効Jí~があ

るのではないかとjliわれる。これに対して3 たとえばA[誌のような体分では，立:つの{~t皮が比較的 lご小さ

く， うっぺいが光全でないのでごj二政jJ も低いが，このような)ß~で 15% 近くも!はわれる

，þjz分から除くのは?むしろ体分の純 j'f.fじそ促滋 LI[JiÍ{j]をさらに低干させるようにも，目、われる。したがっ

てp このような政立林分では，とのような細/ト1うも除伐せずに生立させて，体況のうっベし、そ多少ともiお

めた)iがよいのではないかと)JJわれたが， A本'>"J.î.試人験で J ま士巳 V 占吠淀i佼使(~Ü

4-5. 義行竹の本数と成長霊童

発うi1j数からトマリタケノコと i漁伐対象竹をぎ LDlt、たものが十本分 iこ加わヮた ;{;ii竹の;本政となる。各試験

rz:r:日における布市先生本数のちが(.、の傾向 i立， lìÎjjぶした先物数のそれと大体似ている。ヲなわち， #tt処法

の A[ベ{さ ltべて立'1'1 の衿'il史F早大きくしたおば， Cl正は 2 、， 3 割多く，施1)巴手入れをした DI6:， E I豆では 2

倍以 rJこな勺ている。さらに， A区;こJLべて{む 0)処氾 r2{， とくに施IJ巴阪では発公したも:竹の本数が多いだ

けでなく， 、ドιJ目立{設もメ;きくなっているので， '*_î~xに換算町した1&1三君主でみると， A. 互に対する rえはさらに

ノにさし BIメは1. 7(i'; , C iX (立2. 5 (l''i, D[えは3. 8 Ii'i , E I乏では5.6{:\にもな勺ている ο このように織りとの効

来はとくに鋭変であり，たとえば，化学肥料だけを施リーした D þ<: は， JlíjjJ)したように} i:~ !ぷ(J は 10アール

あたり約 5 ):{:{の場良司会期待する施問主主を与えたにすぎないか， こ止)試験例では 6 か{f!!JJ O)'ldこjfl直とし>[)

対Jl.誌の AI涯にjむ冷て36見jらも増えている ο このような子惣外にえさい増加は，総!犯によるタケのiUlli機能の

i台大，そ ω[也の一次的な効y.~だけではなし後述するように， 多くの後良な Wirrが体分lζ加わり累積した

給し件、分の締法 fj (本の2訟を専がもたるされたことも阪国となっているのではないかと忠われる。これらの

られた'率、例にすぎないが，竹林;ζ対する熔!jl~c乃効!fi: ÌJ'火さいことについては，

そのlIhiこもいくつかのffììt誌なr，R 告があり 3瑞)30)31) 32)昨〉その効果の15J剖土がひろく認められている。

4-6. 林分の機成と成長

上記のよう(こ新竹の発!tぷ数や成反援は各区においてAきく至急なるが，これらは各区 JJf"t、分構成と 'iEí主

なつながりをもっており， この楠成はまたちー|ズからのjjJ?J主義の入、ノトや内容に影響する。 'fable 2 におい

て， j色主む後守 宇なわち， 新f竹が成長し終わって付、分Jこ JJIIわった伎の 諮訟をみる

と，この試験i也がおかれているような立泌条件のもとで，前述のような{主将をりなったjお fT， まず).']-紹の

A[認のiL竹本紋は10アーノレあたり 300 本あまりとかなり政 \'f.する )1; となっている。これに対して，伐採法

令交えて人為的に伐竹後の立竹の街lY.を10アーノレあたり 4∞ fi，および800;]ドにまで rbJめた B Þ<および CI孟

では) i'8j じ時 JJJj にはこの設定本数;乙それぞれの新竹の，pこ]本以がiJiJわった本放が怠っている。また，こ

れら ω;立↑すの T-Y:cj 蕊{そも A[出ζjむ ~TBI::-<: ， ::;らにじばがノにきくな-~)ているため， 卜体i旬五分f の品醤、 1淡:立1仁町でC(はまそのよ澄: 

がい

/人\れそ手をF告、した D[厄え九， ]立3 区の1.立:z工f乙:竹竹.;]本三吋主数t幻lはま半I均F句'J lしJてそれぞれれ.51臼5.-<本4本iド王， 571 ;t~となり， Al廷ωそれよりもかなり多

し '0 しかも D ほ E 区では~(L竹の平均 111 径もノにきくなっているので， 1*分蓄FみではA 区の問。 8 京 lこ対し

て， D 区 lま 3 倍以!の289.8片心 E iXl，ま 5 fi;i;'こ i!i い 440.2取にもなっている。これらはし 'i"i L も "uこ述べた
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AL迂， D k5:, E j乏などにおける新竹の svえi本設や波及援のベきさの必をl己決している tコヴである:::: .b "J と

も， このJ55合 γable2 において， 会ト ii(のλ:r. J(J' ，.1(:t;えがそれぞれの菊i t'r 伝数;こ対して必ずしも 6 ，~7 の fおむぐ

になっていないのは，試験開始、 j fJJ Oコ年齢構成の状悠が少しj怒ったこと 9 また， j文f米が 1 記(!)伐採限切qこ

よるもの以外!こ， 1 '-> 5 年 J二 0) ,t:i (: 'Yr-ども泌浴竹や長t\.1ri 可 L íダ!なとはぬ伐されたことなどに係国している心

っさ[と， がよびiúi法 j)úljlj の不Ilì!,'<;:[K IL[jぞ治し， この関係そを;'1)'祭ずる。

ただし， γable :3, 4 の数!訟は 6 かiYfiij の、iムJ:J itI' lではなく手 初ωli!!~1 A'j~f 伐採， その fih /i:終わノて，材ド5/、

の ifti;;込にみIJiJ，J'EQ)効M~が 応J交;七 LJl::. ff3:-'了只 0，!，しているとみられパ(j):\:放五 j 刊ω，後半 ω46 t{'.!Jt c))発格H去の

状態そ l つの代表 :1なとして引している)もっとも， TaLI伝 2 ;とノJ之されているように3 各紙の党議ji友のiLjlj 

全体1Iせに小さく五 年度によりあまり火きくは変化していはいから，上iL (こ傾 !"J

としてみる jおらもは~ 46iVfJt tこ:rJ るこC))代};j_ {il!l与をもゥてしでも， JVHnいいの、ドパLI協とそれほどにきくは込:ゎ

ないとみられる心 Table :3からおば O)~~r.竹の1Yt~tti完成すJみると，まずA[ふり [iL E!去の 3 !x ごはH じ年

齢でfえが:しているから， とれらの }'[.'îtrまいず~î~ ち!日、j í; く 1 '.6 íj it:O)竹からなりた η どいる ο これに立すし

て ， B[;>( , Clえにおいては， いままに， l本土:1' 0) j:t. 'f']" ;f¥: )j< ~ノにさく手伝

i!r;j- るためには，それだ i J，'，近年比rô O)竹まで[えらずに殺さねばならない二と ÌJ'ノj三、されているなれ!ぅ，お

lえでは絞i芯11;;γ のわがぶ〉ており， c cぎでは 15;'日 i二以上O)YrがJ例主主主淡っている JE とな J 、ている。、/.Yr

0):台後，:，?)JIJのネ;主主配分をノjえしている T昌ble 4 lとよれば， iキ iぶ 0))変数分ィijjω(引きは:かし〉更なり， A..iZ の場

合平一 γがjtiJLへかたよっているのにjりして， BiX, C ぽはほぼ中央;とあって li二、九tji ゾtii'C .Í[' い)!)そなし，。

Table 3. ，hl:験l2王 7JU {t 最初日のfhl設 ~íi2 Ji 

D﨎tribut�n of number of standin符 bamboos class燁cd by 乱日 cs

hy plots (1, 000 m2) 

Plot 区 1 日。 120 I 120 �¥iJ 

Table 4. 試験区別 II出ld1i()jljω ぶ数配分

Distribut�n of 口umber of standing bamboos classi五 ed bv d礼mcters 

by plots (1, (見)0 m2) 
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Eばではモードが;Uiζかたよっている。ここにぶされているようなタケの干r鉛や/たさはv 本稿ではと区2

くにふれ広いが，竹村の '1i鼠 j各とも関連し，竹!よからの収益を1E石ずる要因となる。

あらためてそれぞれのさらにその年齢構成との関浅において，上認した各試験Ix の立竹のみ:')&や蓄積，

伐採年Jめとな竹のi幻立がYくなる Aまず，若一!二の興味ある関{系が間められる。成長屋やj災 lli.:~与をみると，

SL竹の精度を大きくしたCl花についてみると， flíliJ)のように成長蚤はA 区がもっとも小さく，BI:>{, lX占，

C 区のJ1院に成長最も大きくはっている。これはAIZ のブ店街後の立竹本数が平均して10アー .ìVあたりB 

とれにj土;うっぺいが完全でないため，竹材林としてはかなり沿いえする JL~になっており，309 本にすぎずB

その的自然望書t5!の利用が多少ともよく汁なわC 1;妥の:方が林分として)'è和1~ ，べてiz:'r'n密度のノミきいおば，

才 L~ 全体のH化主主が大きいためではな C \iÞ と縫測される。しかし，成IiH誌と林分議lil との関係からみた1，え

C メでは半分この傾向はjλ対となり， A区の17.25が(来数当) (こ対して Blメは13. 5;ふiぐ4Jからずると，

iilli体あたりの同化愛， tU'Î'プjが変化じているJ_;(、卜の 7. らおとなコているハこれはな行密度の途いによ iつ，

名試験jX lj の弘十j Q:J"f.齢構111との浅また '1、able 3 :と刀三されるような，ことにJJjf回しているのであろうが，

にもまきが少なくとくに CI廷に多し13 1>(, いにも由来しているように〆はわれる。すなわち，

~主;主主{乙しており， rtltl 々の|口j 向指.7JIま若いタケに比べてョ少なく ts_ っているのではないかとみられる乙と，

，ほとんど、脳朽していることなどから， *Ir竹の生このような老齢竹につながっている地ド茶も?こョ

ìHlにはほとんど ;~{1: 与して l 、ないのではないかと思われるつ

竹林の立竹本数字〉議:f.Rの入;小と，成長;還との関係については，おもにマダケ社、を対象としたいくつかの

10 アーノレあその{むの報告j がある。 渡辺的'f主立竹C!)UÏ筏が 4cm 内外のマダケ j*[せに，

この総凶では 11\たり1， 050オくから 2 ， 100;{泣くらいまでの試験ばないくつiJλ設íl して，数年 IliJしらベた結札

しかし ， J&:ll;tヰ:は 10{件年 ， Jド諮:主|二を il乙ふj して，:îL竹本放のø;.い五がタケノコや"Jfゲj のだJと訟も多いこと 9

それ以 jニの立竹本数になるとかえって低ドすると報子fアーノレあたりし 650 本まではそω他が漸取するが，

している。モウソウチク 11ドに〆〉いては，従来乙のfi!i:の組織的な調査や試験例は少ないが， .J二Li 1 85) ば京都府ー

伐!I!nlírの状態で 10 T 作ノレあたり平均 628 本のいくらかお立したところド‘における援J:Î1: f本分の事例から 3

jft) L~ く .124 本の少しJiAi立したところの 2 か月?について泌べた結果， I持者の方がかなり成長遂の大きい

まりに生えはい

'
 

J
d
、

ことを議めており〉モウゾウチク体ではいくらかrnJJ~ !fffì のiz:竹まで:f~L ，

くらいの強いうっぺいを保った状態においた方が，大きな!Jx，長長誌がえられるのではないかと述べている υ

L!J lilltlli i.lí守における;J~híiiWIJ として， ii から行なわれてきたそウソウチグイピ 6 )1三!.:J:~ctえるとし 3これ{ままずこF

8 主f.~主で伐採するようにした結果325へ 30/訟のf';@ilCがもたらされたという成果と軌を一

これに対ーして伐採年齢をーゼ:とし，治犯により，~[:. ili:{プJ を it~1めた DiR， E はでは，対 11誌の AIX~三比べて新

竹の成長塗が殺しく大きしその'J(~;rÚ -;ごある 1半分譲千人も六きいのみでなく p 対、分務的に)(J する新Yrの割合

をノJ';す !&j乏Lちでも 1\G設は)17.2'もにjりして9 いずj，'L む 20タぷを&こえている η このh記1~>:~1~まさきに示した cc乏の

3 fiSによliL 、たさな i広となっている。 i品i!l巴 Jとよ〆て，成長話:や成長率がこのように:えさく
ヴ:

包 C ，そ才L

機F..ずる jdi出!としては，自í]i:与した主うに，材、分構造の改ー況やタケの~tJilli護協の変化と関jilllJ'乙たとえば

単1ft立?うあたりのj主主4J あるいは単佼主主j議あたりのf; tlí七主主，すなわち， '1:!Il:白色率ともいえるものが治大雪

るのではないかなどーいくつかの興味ある問題が残されているように思われる。

うブj訟を支えて，

にしている8針。
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4 7. 伐採と収穫

般に竹!*をjtH& したあと 〆〉で，その点Jt占条約'Tーでの女心した 1+分 lとえでm;;ll; し十の ι ん j"iI

の !J訟で連年J尺伐をJつづけていく L 仮定すれば3 1 {ドあたのの伐十í-;+:15士や1\tt;;:t誌などは， -'I'YJ ではおi!!す Jè

!L ;j;~ýゃ立 j三議正ほほ対応することとなり~ -1年うト茶f;!i(;上ノ(どが j:jされる〉木試験ではおi仏、試験期j

!日1! ご， き1mの終伐採がii、なわれたこと， て:- (f) 十め(j Jr-'J'! 日jの、F<r: Jfn'l としても ， ~Ji竹成長殺と伐採f.ilはシじ

合: ~C ~立対応じごし叩い泊、 とれらはJ:lユ絞 i:1ヲ:とし hλ; とな p ており，者向試験[文から伐採し f_~ ) ケのノにそtゃ tt;

j采:まの :l;\ !Jl!主[ズに打 iJ í[, W!)íltI'J!;;関係lふおお っ {flと ;l，~;1' L(-X， 1 王 さきに述べた ';'J;:Yrv) 再三数やJ1x: .JこIiUζ

おける係!Î立と{L)-(いおっぜなわち，伐採のが殺で i土対郊のA況がもっとも小芯く， tf竹の評吉本めた B

で叉， Ci又でむ<'i~ll;y くなり~ li{u， n没したひ区， E lXでは 21奇いl 上となっている。 の傾向は伐採竹1)) 'T三 .f~-:]W;i 筏

もほ i;f'l， \J殺なWi&勺 λきくなっているので， :ll放で 71日ノた 1\U~U請では ζ のえ'1)(1;、')そう大きくな てお

り， A!XO)lL 1 3，{に対して B ~\(， Clx では見‘ 2又~， 30, g!lミとがJ 2 、 <Hがこな， Diふ E 尽で(土砂.9_弘

50 ， 8.>1(と 5 .{t.!j;rI: くにもなってl;'，る。

L/うユ[ノ? 1 ~， ;Jl_~ (}) 1-，t~ j仁'(J のなかには〆滋;誌の[j ，'i' Jiどは使用することがで会ず吻五弔i均五!Ií併がないため除伐され

た与ウも fb:2とれてい(:_) ，)とのぷうねJ;Í'伐竹は， fえl~n引とす℃、 (<III\;I~) で (1 然村3íE 1/ごし叩ーょうのや， ,­
¥ ',-

よりち，;!;E隠桁じていたタケであり， Table 2 のぬ伐竹 (î) :C やされている J う iじ メ;男FtでiJ C [ヌく): E 

況にとくに多く JJîtコ :j'Lている。

c;互に多い伐11，1' (土大分tJj;-~~nî有tîVEYr"c ある。 C 13-:.1主人為 ((J!ど ú:'YrのさiI交ィ毎日めるため T呂ble 3 ，ζ 

7JえさずLているように， I本分 r[i には15年生以上ものかなり I:i泌iのタケまでが浅されており，こ寸しらのイ(1; \土

ほとんど勾可:ë2:t f，V;Eしている。これI らは ;1えぺ;\'0) 々ヴかn T')f] Jiji *'1 乏しではも ろん，淡 iν 事 I i] (!)!,\ij't1f), 

としてちほとえど伎町できないハ CIXでi、し ζ ú) cr~ う して(え採れ 0) 本}えで52‘ 95弘 '1, 
}訟で 58.39ó も!上iめている犬め，伐採議全体ではA[文や B !X，r_りも ti!-多いが予イ到すやぬいた誌の対象

となる収穫竹花けの本数や収穫議では~ 1ヌキlVB Ix より少なくな勺ている。 しかも，このじ l文では， -'1町長

/じも立 り，約れない~主で して，多少とももろくなって

いる J みられるためョ tl': j'rの主主体全の ifillU立とされて L 、る 5へ 10 ノ;1 斗ぐらいのものlζ 沈べると， ;l'!j)日のみこ !!Hが

[以ぜされ， 災体的なれ Vliltiはしていなし、がi[:Z :~':t出ではA[又よ、りも fトちくなるのではないかと、ねれぷ ο しれ

が J て，この /t 行 ic~林分しり椛波 i土 p 竹村、の二次的な効HJ1二求める場九たとえば河岸のボ[1布林や) 11.1よで

の ItJîii;Þ I本などとして{l:江てる とあカ'\ ~ _�}.2 );~の竹林販売による収3ドU 日めとした経済，H; と υでは

ミをわめて:子、手1.1 である。これに土 lt ノて 13["< nfJ;ðのよう;乙伐ゲírìij における株分 r;l の立竹 (l)妓;ぺ，'.)午、対

iま i:Fによりし、くろかヲ乙!万ぷカ" くらいでおり， ζ のチド[めでは~ ';石炭 i之上之、 thjEはほとんど現れ

れなし、。まず之、 lü;YJt くらいまでの在ケむあればp 一 1) ウー?な使用[!的{C.~，~t 不滋ヨ寸"il>> lo が，一

民、j芯?なの 1: 1])1] !ご供しろ;:， (!)-乙 i,.j-jlI¥ (1) A D互に比べて It文字W:'_M: (}J 3::-G 、ことは 弘、Jは誌の j4f予いことにもつな

がるものと思われる円 A 況の桜台;丸すべ仁科iflJ ，の ;ÝJr#!、 j誌である 6 ハ 7 年!:tで伐j之されており，抗う子 rll

の :íLh1土:七較的*~i し、ヲヴで液成されている仕め， 自然の t;!;ヲ[1')やが1 ;:.Lt J占被'):fゲr もはふんどれない、 しか

し， A況のようにかなり向~jL しだれ、外では，外約 I'{J iとも竹斡がいくらか治殺 Cf))É:; となり，官(;ヤ]よとなども続

くなるよう勺あり， Yrt止としての彩伎のよくないものが多くなる傾向があるの

つぎにD !X， とくに El幻ζ多く1;1)コ;hiとお刊文女心

[s{ ): I汚じく毎年 6 .--..~ 7 ~q三殺のタケ ~Hえづているため匂が~分r(l iこ)T_伊 γているタケ C1_)年齢は~fi く j J:.'~dの Cl玄
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におけるような老衰によるお然枯死竹は全ぐ現われないc ことで除伐竹として処煎されているのは病害

竹，おもに水姑れ病竹であるむなぜ，。ほとくに E区 iと， このように多数の水枯れ病竹が現われるのかの

政協は判然としないが，あまり多j援の杷料分を施HJ したことによりョタケの成長はよくなったが，反面竹

卒?の組織が柔らかくなり，約障に対する抵抗力が弱まった ζ と，その他なんらかの機能|持寄を起としやす

くなったのではないかと足lわれる。総燃震の少ないD区で iふとのような?白書竹は E区に比べて少ないた

めs 収誌のための収穫竹だけについてみれば，。訳、のJffが EISよりヌてきくなっている。乙れらの点から，

竹林に対する旅!犯には単に多舵による成長塗の地ノにを期待するだけでなく J:記のように料、交や病~hi!~lf-と

の i刃iままも合わせて考慮し， '.I，地条件!とよおじたきめ新百かい施.~型技術が確立されねばならないのではないかと

，m，オ守れる。

なお， ;;j'''ì'?~では 'rrff.のとりあっかいと成長湯:や収穫堅:との関係を，おもに本数や京数だけから考察した

が，実際のノ均株経営[とあゥては収穫される竹村の形状や材質などがp 収益 r'tとの関連において愛護な[7;l丁目

となるので，この点については稿そ改めて戦合するつもりである内

摘要

るため，モウソウチク林において，伐竹:方法やn出告など，取よ及いのiさい

が株分の機溶や成長鼠収穫設などにどのような影響を与えるかを調べたものである。

この総業試験では，つぎのような 5 領、壊の試験区を設定した。 A !Xは対関ぼであり 6 ， 7 年生でi婆 sf三

沢伐したほかはとくに処理をしていなし、o B !Zは，伐竹?乏の }'r..竹 1キiD芝が10アールあたり 400 本となるよう

にお1殺して， Jさ ;f.択伐した。 C 区は Bfぱと lií]l.:;考え方で 800 本立てとした。 。阪はAほと!司じ方法で伐採

し，一定還の化学肥料を俗'Fh在府した。 Efベも A[えと閉じJj法で伐採し，化学肥料の滅的だけでなく，数

主Fおきに第九しきわら，鴻ふん総17 など集約な手入れを行な 4 た。すなわちA区予治区， C 区は伐竹方

法を変えて，林分の立十7の前!変のiさいによる1ft畿を比べており， Atズ， DI玄， E !Xでは伐ず「法を!可じくし

l:，強nl~O)効梨を対比している。

1. 発鵠愛はいわゆる 11\喜?と'fs-書if='により，特区とも共通に大さ:く変動した。この変動の大きさはよ1叫

により主要なるが，変動の大きさを示す変動係数でみると，施!日したζ とにより，生産主力の機;たした D !X，

E 尽などのjJが，むしろわずかながら他の区よりも大きくなっているの是認めfら

2. 6 か年間の平均発箔ií*数は， '対日告のA区がもっとも少なく) 'iL竹特1'1変を kきくしたおíX， C íXでは

お子多くなり，施:犯をした D !Z， E広では，これが 2 恰[近くにi設大 !j!こ。

3. 発生したタケノコがトマリタケノコとなる割合は~ 1fIとより幾なるが，平均すると試験区間のさ:は

;j\ざし大体 4 脅j内外であった。

4. 成長した新rJ のうら，モウソウチクとしては規格以ドの縮小なものや9 不ヱミゲj そち除伐したのこのよ

うな徐伐対象竹ばA 区!と比較的多く現われ， .}T、竹街l交のおいじ i玄や総/JI']をした D 区， Efえでは少なかっ

J 、A 。

5. 発笥本数からトマ 1) タケノコと除伐竹本数を殺し51 しリヱ*HうAの本数は， A[;{がもっとも少なく，こ

れに比べてな竹信皮を高めよこ B !Z， C 区は 2 ~- 3 刻;多く p i海月とをした Dr人 E('i5では， これが 2，...'""204 ﾙ.1 

(こl科加した。しかも~ :tfr竹発生本数の多いíXのブjが新竹の、vf勾 frr1筏も大きくなる傾向があるため，来数で

示した成長室までは， その去がいっそう大きくなり， A〆.l亡比べて B !X(ま1. 7 倍 C区は 2.51あ お区は
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3. Sfi与 P E じまは 5. 6{)¥: (~~ 1T -~、た p しかし，H:分議院と ríX:足立;との関係かふ出野ずされた Jj立長ユ十で(;r， む iX がも

こもパ、~ :::7.GGo~(:? 忘るのに文、I しでp B !x.!三 13.596， A[K は 17.25み6 ，~な<) } 主住所l~.~: し t:: D [X.:, 1'2克明ば

とれが20影ベメこえたハ

6. 1~ 次験反0) \'r竹人、や〈内 Jl政で ~mわしたお部会， まず伐採j去を変えた i\E， B 以， CIX につしγごみる

じ本数ではAI及が ι 勺とも少なく， 13f.<.<: , CIヌーと i; l). しかも t lVJ現!ごi:ßベアこ k う Jじ 当 ~TW ~.~ � (.可?う

の平均ji~(I?えがお氏、 crズとにき<なってい;:，1こ;九件う?のおrh1tでは， そのがさらにjiきくなづた。しか

渉 とのよ~)<(!，ま liUζ1kJ采を交えてでか竹佼苓'ぷ1{おしているため， 行試験17 r+、の ;:r1守 0)イド出合{ま， A況が 1 、 J

6 1jニヨ:のタケで構成さ 17 ていろの!と対して~ 1$2( t':.t ま 10{f生以トのタケ;う坊主11ごし， c rまでは ]5:1/[ 以 i二も

の.1t!総?了が残円ている形とナトコていた c. これに対して， Jjjg!!I': や手入n 必 t た D[7 ， 1'2[X.は対照の A[花

じ HìJ; で{え竹して L 、 カ λ~.~) , \;_r: Yl の年齢構成もい]じであるが~ (j�'J iさのよへ:こ事 月?竹の、lノ Ej子士カs忽い

ため lt ， D[五， 1'2 1乏のウ:竹本数 fま AI玄よりおく， まに守 「ドヘピ1ii'{1査も;たきいため， iEj読ではそのちがいっぞ

弓 j\ 子:くなった戸

8 イj己保畿の )-':/]\( 土 t úíj' iQ5した恕???成長援のそれ::(ま i ま 111]様な {itir;'ij 訂 )f~ しだっすなわち ý 1見限Zei もまた

対照の A.lx がも勺とも少なくち;スドB ほ需 じド:'-.， 。[玄， tE;交の[iI(lとなった。 しカミし， ι J(J'1filteのンにさい C

阪にはお !lri;，()が多く残っ勺がおり，その -:;~f) ~士悠午 p; ?g.[),5E L 犬ため， 1k十止した女ケ 'j) うち W.i去の対象とな

る î5Z f1:竹ff17;ζぺいてみれば， B iXより /V'なか勺仕っまた， した1'2[司どは， 1IJ>(ド;('，' 1二の

f内容竹がす在 し， 七れらはえの1て戸除去しなけオ I (よならなか，コたので者伐採量{士名いが， 収機竹?と!?;ご

ついてみt-t-Lt:， D 区よ {1 もて了しろノ〉なくなっ， t又1長話'!!.ict についてJバT(ふ入[ズ， Cix., BI>{, Ei?<:, D 

[ズのl脱にだふくな〉/二 f
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Working 'fest 111 l\IOSO-C沼IKU CPhlll!ostaehys edulis) 

a゚mboo starul 

Effed由。f stand densit.y and fertilization nn 

the stand product.ivity 晶nd yie1d ~ 

(Res普arch material討〉

Takevosh� SUZ lJ KI山 and Tadanori NAR lTA'恥

SUJnmarv 

1、he present test ou th巴 workîn広 of ~叫ÕSÖ-CHIKlJ bamboo 日taud w乱s initiatec1 to 匤 vesｭ

tigate how the ratlonal density ()f standing bamboos s.hould be dec.�ded and the ferl:�菶a!:ﾏon 

should b巴 couducted in order 10 increase the productiv.ity ()f the stand and the yield. ]、hむre

Il1ay be 乱 variety of \VOτking tests according to the purpose, but s匤ce the workîn広 tests (01 

MÖSÖ輪CHIKU I泊mboo groves have 110t been Sl1fEciσntly rnade up to t.h� tìme, it i.s the 乱uthO[8'

plan to 詩t:乱1't this test with rai.hとT おimple form at first , and まradually make i:he te 主主符() lnto 

rnore detailed forrn in 1: 11 民 fl1ture.

The test plots were establ﨎hed in the MÖSÕぺ:nn(u lmmboo gγove in the I¥.ansa� Branch , 

Govεrmllιゴ1 1: Fon治仁 Experiment Stιüon， which is !oじ乱ted in the と:;o \l theastern part ()f Ky�o 

dty. The natu1'al cnv.叝omncnt of thb r自立ioは with mild climate and adequatc precipítati円n lS 

favombl，忘れ) bamboo cllltivatío lJ, though the soil COlldltlon i詰 SüITlc\vhnt poor1 L e. ,O;ranite sandy 

soi1 whir:h helongs to the dìluvinmや ln this grov巴， the following five }dnds of workin日 tesl

plot.s were mac1 e 巴

Plot A: '[、 llis is the cOlltrol plot. No spccial 竹下aI:rnent was perfonncd 巴xcept thc annual 

select:lv巴 feHin氏。f the standinεb乱mboos which had reached suìt乱 ble f日111ng ag日p 日\ノ7 vea:rs 

o!d 

Plot B; 1'h巳 annu <l .l select茁e fcl1ing of the st日 nding bamhoo告。 f olc1er ages was done 80 

that thc stand density ()f 400 bamboos peτ0.1 ha might be ma匤tained afte:r the fel1ing. 

Plot C: 1'11吃 annual select咩e fel1in芯 ()f tb日日tanding ba口1bo08 of oldeγag"es Vi，r旦s c10ne so 

that the stand d日nsíty of 800 bamboos pεr O. 1 ha might be ma匤tained afte:r the ff‘llìng唱

Plot D: '['11i 日 ìs the 1Jsual fert�1ized p]ot. 1'h己目I1nual selective fellin広 wa日 done as i口 th日

plot A, and a co 1' t乱in arnOUll t o:f chem ical co口lpound JertiJiz日 r was supplh日1 <う ve:r y yearo 

Plot E: Very intcllsiv日 cultiv司 tion w乱s conduclc、d in th﨎 plot 岨 γhc annua! sele正ゴ ive feJlｭ

ing was done as ¥n the ロlot A, and not ooly a certain amount of chem兤al compol1nc1 ferti1izer 

was supp1�ed every year, but also mount匤g soíl , mulching r�e straw and supply�g fr)¥vl dung 

日目。r認anic fertilizer e l:c 岨 \ve :rと peτI川、Ul ed every fpw ycars. 

l¥mong the plots A , B and C, only 1:hc effc仁 t of 8t乱nd density by th(う diffεrent felling 

method was ínvestigated, whils the effects of fertilizat�n were compared among the p101 日 A ，

D and E wh兤h are unc1色r the same fellío 窓口.1 cthod. 'T'he area of e且正 h plot was 250 m2. A.nd 

01' its ins冝e tOo m2, the growth amount, 1:11 巴 volnme and the yield of thcse pIots wcrc mむas""

ured and r日corded f()r sl1ccessﾎve s.ix yeaτS， and since some resnlts w己れ; obtained , parts of 
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th日m are shown in the Table 2 、，4 and Fíg噌 1 and 2, 1¥11 valu己s � them were conv巴rt巴d �to 

those per 1, 000 m2. 

The bamboo sproutillg in this stand usually startεd at the beginn�g of Apr� and ended 

at. that of May, though this per卲d ()f sprout匤g somewhat vaτìed according to the climate 

cond�ion of the years. 

( 1) On (good crop) year and 0任 (poor crop) year of the bamhoo sprouting occun肉ed

alternat巴ly. Namely, the years 1967, 1号69 and 1971 were on years and the years 1968, 1 宮70

and 1972 were off years 匤 this stand. '1'his phenomenon appearεd in a11 the test p10ts in 

comrnOl1, and � seemed to b巴 diilicult to lessen the differεnce of the crop between Oll years 

品nd off years by the treatment of changing stand density or o�: fertilization etc. 

( 2) No great differences weτe observ巴d in the mean number of the emerged sprouts in 

t11e p.lot A, B and C, whi.ch had only th配 stand dens�y changed, resp巴ctívely. The nnmber 

of the sprouts which 日merged from th巴 fertilized plot D and E, how巴ver ， was 1. 7 times and 

1. 9 times as m乱ny as those in t11巴 contro.l p10t 1\。

( :3) Some of the emerged sprouts st叩ped growing at a certain 1凶ght and did not deｭ

velop ﾍnto new bamboo今 a11 through the plots. Though the proport卲n of the number of 

undevelop吋 sprouts to that of all emerged sprouts varled by the years, it seemed that th昨日
W日re no gr忠at differences ()f th巴s巴 ratios among the plots. 

(4) Out of the newJy grown bamboos, som巴 slender bambc拍s less t11出1 6 cm 絜 D. B. H. 

and those of abl10rmal form etιW己re rellloved by the ímprov巴ment felling w羡hin t11e year, 

and they were exclud日d hom t11e growth 乱mount of that ye且r because these infer�r bamboos 

make the structure of t11e stand !loor, and they do not have any comm訂正:ial va]ue，巴ither，

'j叫hεse inferÎoτbamboos appeared comparatively a lot � the plot A , followecl by the plot B 

and J.ess .in th巴 01:11巴r p]ots. 

(5) As regards the number of the new bamboos which grew up and joined in the 5t旦nd ，

the plot B and C were l110re in terms of percentage, and the plot D and E were more than 

two time8 in comparison with the control plot A. And since th巴τ巴 was a tendency that the 

average d�meter of new bamboos in the plot wllere the new bamboos em巴rged more plen嶋

tifnlly wa日 larg巴r in general tllaηthat elsewhere in the plots, the differences of the growth 

amount o[ them expressed hy bundle arnong th巴 plots wcrεr日mark礼ble; for instance, that of 
the p!ot B w乳s 1. 7 tìmes, the p101: C 2.5 times, the p10t D 3.8 times and the plot E 5‘ 6 times 

乱s much as in th巴 plot A. 

As ior the growth percentag日 whlch shows the rate ()f 1:h巴 gfowth amount of l1 e,y bam抽

boos to tll日 volum巴 of the stand, however, the plot C was the smallest and increased in the 

fo l1 owiτ19 (lrd日τas tll日 plot BくAぐE<D.

(6) The number of I:he standing bamboos in the control plot A aft日r t11e new bamboos 

gTεw up and joí口ed in the stand wa日 3000dd per O. 1 ha 011 the average , ¥v hich w乱呂田汀mlleI

than tbat of the plot B and C. And tbe díff日rence of the 日tand volume among th在日ε plot 昌 was

stil1 1旦rg巴r as the average diameter (lf thern differed from each other二

[11 plots B and C in which their stand densities wer巴 made larger than that of the plot A 

by only the f色lling method, however, many bamboos of advanced ages were retained �11 the 
stands. てrhe stand of the pJot B consﾍsted of the 1ハ~10 y己;げ-old standing bamboos, th巴 plot C 

1, vover 15 year-01d, while the plot A 1~6 ye日r-old. ずhe fact that the growth percentag巴 of

th記 plot B and ε日pecially tl1at of the p!ot C were smaller than that ()f the plot A might dep巴nd

partly upon the existen仁巴 ()f 日nch old bamboos � thεstands. 



モウソウチク "1* 0.)総業式戦 (f(~ 1, • L<X; r11 ) . 93 .叩

'1'he 5t乱nds of the plot A，。正wd E w日re comp(出合d of thc 1 ハ(1 ye乱rべ)ld standinjと b品mboos

匤 commOll as nH、 fellìn日 method was the samc , but slnc、e tlHふ number and tbe dì乱meter of 

t11e newly 忍rown barnboos whi仁h (うrner誌ed [1'0111 these ploL; differed from each other , the dif , 

feJ・ence amon試 the stand volumes of the plots w乱s grcat. That oi the plo�: D was 3.2 times 

and th巴 p.l ot E was 4. 91:�es a白 muc.h自 s th乱t 01' the p101: A. 

(7) The voll1n1e of the felled bambü仏、 of the plot A w品s the smal1est, and increased ln 

t11e following order a8 the plot おく C<'))<E. 1n these fellcd bamboos腎 howevゃに there w吃:re

80me bamboo culm日 01' no use , such 礼s naturaHy dead bambo(ls on 乱ccount of thcir advanced 

age3 and t!lose infuτed lw 30me dîs何lse日 ctc. '.l、 h(; fürrner 乱ppeared cornpamt�ely a 10t � the 

plot C and the lattel' �ten dicl ìηthe p.lot E. ]すW~' werc removed by rne乱ns 日 f salvage fclling 

and exdud日d hom tllP yi� 01' the vo!urnc of the bamb� cuJms トl_aτvest位d‘ Accordingly， th日

rankin民 01ず t11e ]argeness in t11e a仁川日 1 yleld of usefu] b呂 Iτ1110G cu1m3 wa ,; ;;8 1:11c plot D~>E"> 

B>C:ん1\..




